


●まちづくり提言書〔案〕の構成

●オープンハウスの展示内容
　２月に開催するオープンハウスでは、
① 武蔵関周辺の「昔と今のまちの移り変わり」の様子 ・・・写真でまちの移り変わりを知る

② 「まちづくり提言書〔案〕」の概要  ・・・・・・・・・・・将来のすがたを想像する

③鉄道立体化の促進に向けて・・・・・・・・・・・・・・鉄道立体化による整備効果・事例の紹介

④練馬区の緑化推進の取組・・・・・・・・・・・・・・・ 練馬区の緑化推進の取組を紹介
　などのパネル（写真など）を展示し、これからの武蔵関駅周辺のまちづくりについて、多くの方々からご意見を
いただきたいと思います。
　
　２/23（木）～25（土）
　関区民センター １F 講習室  10:00~17:00  （最終日のみ～16：00）

　　　　　　  も く じ 
[１]前提条件
　１．検討対象地区と練馬区における位置づけ
　２．地区の概況と地元意向
　３．地区の骨格を形成する事業の動向
　４.　まちづくりの課題

[２]まちづくりの目標
　１．まちでの暮らし物語
　２．目標とするまちの将来イメージ

[３]テーマ別のまちづくりの方針
　１．道路・交通体系の整備方針
　２．水とみどりの整備方針
　３．賑わい交流環境の整備方針
　４．あんしん住環境の整備方針

[４]連携によるまちづくり推進のアイデア
　１．生活拠点として、魅力ある武蔵関駅周辺の
　　まちを育てよう！
　２．道路・河川整備の効果を最大限に活かそう！
　３．武蔵関らしく、水とみどりを守り、育てよう！
　４．まちの魅力を高めるルールを定めよう！
　５．災害に強く、安心して暮らせるまちを作ろう！

まちづくり提言書〔案〕は、4 つの柱で構成されています。「[１] 前提条件」は、地区の骨格を形成する
事業の動向とともにまちづくりの課題を整理しています。「[２] まちづくりの目標」では、まちでのくら
し物語や目標とするまちの将来像をまとめています。「[３] テーマ別のまちづくりの方針」では、まちづ
くりの目標の実現に向けて、４つのテーマ別の方針を掲げています。さらに「[４] 連携によるまちづくり
推進のアイデア」では、テーマ別のまちづくりを具体的に進めるために、〔誰が〕、〔どのように〕取組むこ
とが望まれるか、住民・事業者・行政等がどのように連携すると目標に向かってまちづくりが動き出すの

かなどについて、５つの視点からアイデアを検討し整理しています。

■ 講師プロフィール
　 今回の歴史講演の講師は、次にご紹介するお二人です。

　☆長坂淳子：練馬区文化財保護推進員、練馬古文書研究会委員、
　　　　　　　練馬郷土史会員、練馬地名研究会委員、元小学校教員

　☆鈴木義範：練馬区文化財保護推進員、練馬古文書研究会事務局、
　　　　　　　早大一文卒、元出版社編集部・総合週刊誌記者、
　　　　　　　2006 年博物館学芸員の資格取得

　歴史講演　　

　★ 講師：長坂淳子 先生　テーマ 関町の遺跡 
                                              旧石器・縄文～絵図に見る江戸時代の関村 
　★ 講師：鈴木義範 先生　テーマ 「関町」の変遷と西武鉄道秘話

　西武新宿線のまちづくり

　★武蔵関駅周辺のまちづくり 　（まちづくり提言書の報告等）

　★西武新宿線沿線のまちづくり座談会 　（沿線各駅まちづくりの活動報告、意見交換等）

●フォーラムのプログラム
２月 25 日（土）午前 10 時から開催されるまちづくりフォーラムでは、地域の歴史や文化に造詣の深い

お二人の講師をお招きして、武蔵関駅周辺にまつわる興味深いお話を披露していただきます。

また、まちづくり協議会でこれまで検討しとりまとめた「提言書〔案〕」の概要を発表するとともに、

西武新宿線沿線３駅（上石神井、上井草、武蔵関）で進められているまちづくりについて、各まちづくり

協議会の代表の方にお話を伺います。

ぜひ、ご参加いただき、みなさんのお住まいの地区の歴史を知るとともに、これからのまちづくりにつ

いても、考えるきっかけとしていただきたいと思います。

プログラム

2月25日 土 AM10：00～11：45
関区民センター ２F 多目的ホール

入場無料
定員180名

定員になり次第、 締め切ります。

お仲間とお誘い合わせの上、ぜひ、オープンハウス・フォーラムにご参加ください。 ！！！




